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大
阪
鎮
台
・
第
八
聯
隊
歩
兵
で
従
軍

布
忍
神
社
の
昭
和
九
年
「
忠
霊
録
」

西南戦争で戦死した清水村・松下友吉
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昭
和
十
年
（
一
九
三
五
）
四
月
建
立
の
松

原
村
「
忠

ち
ゅ
う

魂こ
ん

碑ひ

」（
上
田
一
丁
目
、
阿あ

お
ん保

茶ち
ゃ

屋や

交
差
点
）。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
五
月

建
立
の
天
美
村
「
忠
魂
碑
」（
天
美
小
学
校
南

東
側
）。
同
じ
く
十
二
年
十
二
月
建
立
の
恵
我

村
「
忠
魂
碑
」（
恵
我
小
学
校
西
北
側
）
に
つ

い
て
は
、
前
号
で
紹
介
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
各
地
に
見
ら
れ
る
尖せ

ん

頭と
う

・
蒲か

ま

鉾ぼ
こ

状

の
縦
長
の
「
忠
魂
碑
」
銘
の
石
碑
と
は
別
に
、

布
忍
村
で
は
、
遺
霊
碑
と
し
て
、
横
長
の
「
忠

ち
ゅ
う

霊れ
い

録ろ
く

」
の
銘
を
刻
ん
だ
石
碑
が
建
て
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
北
新
町
二
丁
目
の
布
忍
神
社
境
内
東

側
の
祖
霊
社
内
に
、「
日に

ち

露ろ

戦せ
ん

役え
き

記
念
」「
明
治

参
拾
七
八
年
紀
念
」
と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
祀
ら

れ
て
い
ま
す
。
入
口
に
鳥
居
が
建
て
ら
れ
、
玉

垣
で
囲
ま
れ
て
い
ま
す
。
他
に
も
、
近
代
以

降
、
太
平
洋
戦
争
ま
で
布
忍
村
か
ら
戦
地
に
送

ら
れ
、
命
を
落
と
し
た
兵
士
た
ち
を
弔
う
石
碑

が
数
基
、
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
う
ち
、
東
側
に
見
ら
れ
る
の
が
「
忠

霊
録
」
で
す
。
二
基
建
立
さ
れ
て
お
り
、
北

側
が
昭
和
九
年
（
一
九
三
四
）、
南
側
が
昭

和
十
六
年
（
一
九
四
一
）
の
も
の
で
す
。

　
と
く
に
、
昭
和
九
年
碑
に
は
、
松
原
市
域

出
身
で
唯
一
、
明
治
十
年
（
一
八
七
七
）
に

起
っ
た
西せ

い

南な
ん

戦
争
に
従
軍
し
、
戦
死
し
た
丹た
ん

北ぼ
く

郡
清
水
村（
の
ち
中
河
内
郡
布
忍
村
清
水
）

の
松
下
友と

も

吉き
ち

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
碑
表
面
に
は
「
忠
霊
録
」
と
右
端
に
刻
し
、

友
吉
を
筆
頭
に
、
縦
書
で
布
忍
村
出
身
の
日に

っ

清し
ん

戦

争（
明
治
二
十
七
〜
二
十
八
年
）や
日
露
戦
争（
明

治
三
十
七
〜
三
十
八
年
）
で
の
戦
死
者
を
記
し
て

い
ま
す
。
追
刻
と
し
て
、昭
和
十
二
〜
十
三
年
に
、

中
国
で
戦
死
し
た
兵
士
ら
も
見
ら
れ
ま
す
。
裏
面

に
は
、「
忠
霊
塔
建
設
委
員
」
と
し
て
、
布
忍
村

村
長
の
寺て

ら

内う
ち

憲け
ん

治じ

を
筆
頭
に
上
下
に
二
十
九
名

を
記
し
ま
す
。
設
置
時
期
の
「
昭
和
九
年
五
月

二
十
日
」
と
あ
り
、
清
水
（
現
南
新
町
）
の
石
匠

で
あ
る
石い

し

覺か
く

が
施
工
し
ま
し
た
。

　
西
南
戦
争
は
、
明
治
維い

新し
ん

を
推
進
し
て
き
た

薩さ
つ

摩ま

（
鹿
児
島
県
）
の
西さ

い

郷ご
う

隆た
か

盛も
り

が
鹿
児
島
士

族
ら
と
蜂
起
し
た
反
政
府
暴
動
で
す
。
熊
本
鎮ち

ん

台だ
い

を
攻
撃
し
ま
し
た
が
、
政
府
は
全
国
か
ら
の

徴ち
ょ
う
へ
い
れ
い

兵
令
に
よ
る
軍
隊
で
鎮
圧
し
ま
し
た
。
そ
の

際
、
熊
本
県
の
二ふ

た

俣ま
た

口ぐ
ち

や
田た

原ば
る

坂ざ
か

で
激
し
い
攻

防
が
あ
っ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
清
水
村
の
松
下
友
吉
は
、
幕
末
の
嘉か

永え
い

六
年

（
一
八
五
三
）
の
生
ま
れ
で
、
戸
主
の
善ぜ

ん

六ろ
く

の
次

男
で
し
た
。
二
つ
上
に
長
男
・
市い

ち

造ぞ
う

が
い
ま
し

た
。
友
吉
の
子
孫
に
あ
た
る
南
新
町
六
丁
目
の

松
下
守も

り

寛ひ
ろ

さ
ん
宅
に
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）

一
月
時
の
善
六
・
市
造
夫
婦
や
友
吉
ら
の
戸
籍

な
ど
を
記
し
た
松
下
家
の
『
人

じ
ん
い
ん
ち
ょ
う

員
帳
』
と
共
に
、

友
吉
の
『
軍
隊
手
帳
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
明
治
十
年
二
月
十
五
日
か
ら
起
っ
た
西
南
戦

争
を
鎮
め
る
た
め
、
政
府
は
大
阪
に
司
令
部
本

営
を
置
き
、各
部
隊
を
九
州
に
派
遣
し
ま
し
た
。

友
吉
は
明
治
七
年
の
徴
兵
検
査
で
補
充
歩
兵
と

な
り
、
九
月
一
日
に
陸
軍
の
部
隊
で
あ
る
大
阪

鎮
台
の
歩
兵
と
し
て
、
第
八
聯れ

ん

隊た
い

第
三
大
隊
に

入
営
し
ま
し
た
。
翌
八
年
三
月
十
二
日
に
二
等

兵
に
昇
任
し
、
同
月
二
十
四
日
に
は
第
二
大
隊

に
転
属
し
、四
番
中
隊
に
編
入
さ
れ
た
の
で
す
。

　
西
南
戦
争
が
始
ま
る
と
、
二
月
二
十
三
日
に
今

の
大
阪
城
内
に
設
け
ら
れ
た
大
阪
鎮
台
か
ら
出
兵

し
、
第
二
旅
団
に
編
入
さ
れ
、
第
三
大
隊
に
属
し

ま
し
た
。
翌
三
月
四
日
か
ら
は
、
西
南
戦
争
最
大

の
激
戦
で
あ
っ
た
田
原
坂
の
戦
い
が
始
ま
り
ま
し

た
。
第
一
旅
団
と
共
に
第
二
旅
団
も
同
戦
に
向
か

い
ま
し
た
が
、
友
吉
ら
の
第
八
聯
隊
は
田
原
坂
の

南
方
の
二
俣
の
谷
筋
を
進
軍
し
ま
し
た
。
二
日
後

の
六
日
、薩
摩
軍
の
拠
点
を
陥
落
さ
せ
ま
し
た
が
、

そ
の
後
、
二
俣
口
で
薩
摩
軍
の
反
撃
を
受
け
た
の

で
す
。
十
四
日
、
薩
摩
軍
と
政
府
軍
は
激
し
い
戦

い
に
な
り
、
双
方
に
多
く
の
犠
牲
者
を
出
し
ま
し

た
。
友
吉
も
、
こ
の
時
の
激
戦
で
二
十
二
歳
の
命

を
落
と
し
た
の
で
す
。

　
松
下
さ
ん
宅
に
は
、
出
兵
前
の
明
治
十
年
一

月
に
撮
影
さ
れ
た
友
吉
の
軍
服
姿
の
写
真
が
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
後
、
松
下
家
の

檀
那
寺
で
あ
る
近
く
の
融ゆ

う

通づ
う

念ね
ん

佛ぶ
つ

宗し
ゅ
うの

宝ほ
う

泉せ
ん

寺じ

に
建
立
さ
れ
た
墓
石
の
写
真
も
所
蔵
さ
れ
て
い

ま
す
（
現
在
、
改
葬
さ
れ
現
存
し
な
い
）。「
松

下
友
吉
墓
」
と
刻
み
、
和い

ず
み泉

砂さ

岩が
ん

製
で
、
当
時

の
兵
士
墓
を
ほ
う
ふ
つ
さ
せ
ま
す
。

　
死
後
、
明
治
十
六
年
（
一
八
八
三
）
四
月
、

大
阪
府
で
は
友
吉
の
遺
族
に
対
し
、
四
十
五
円

の
弔

ち
ょ
う

慰い

金き
ん
を
下
し
ま
し
た
。「
故
陸
軍
兵
卒
　
松

下
友
吉
」「
明
治
十
年
西
南
之
役え

き

ニ
於
テ
戦
死

候そ
う
ろ
う

処と
こ
ろ、

今
般
特と

く

旨し

ヲ
以
吊ち

ょ
う

慰い

料り
ょ
う

金
四
拾
五

圓
下か

賜し

候
事
」「
明
治
十
六
年
四
月
　
大
阪
府
」

の
書
状
も
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
布
忍
神
社
「
忠
霊
録
」
に
は
、「
陸
軍
兵
卒
　
松

下
友
吉
」「
明
治
十
年
三
月
十
四
日
、
肥
後
国
二
俣

口
ニ
於
テ
戦
死
ス
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
布
忍
村
で
は
、
昭
和
初
期
に
村
出
身
者
の

日
清
・
日
露
戦
争
戦
死
者
に
先
立
ち
、
西
南

戦
争
で
戦
死
し
た
友
吉
を
慰
霊
し
、
末
永
く

そ
の
名
を
と
ど
め
た
の
で
す
。

▲22歳の松下友吉　
明治10年1月撮影。大
阪から西南戦争へ出兵
する1カ月前である。

▲大阪府より遺族に45円の弔慰金を下さ
れたことを記した書状　明治16年4月。
忠霊録以外の3点は、南新町6丁目・松下
守寛氏蔵。

▲「松下友吉墓」（南
新町6丁目・宝泉寺）
泉北郡五箇荘村船堂
（現堺市北区船堂）の
辻写真館撮影。

▲昭和9年の「忠霊録」（北新町2丁目・
布忍神社祖霊社内）　右端に松下友吉の
名と西南戦争での戦死の年月・場所を
刻む。


